
令和４年度の主な歳出（事業）

～第２次湯沢市総合振興計画に基づく施策の概要～



未来投資型人材育成事業

○奨学金返還助成金の交付 【5,259千円】
若い世代の定住促進を図るため、奨学金返還助成金に加え奨学金返済を支援す
る事業所に対し支援金を交付。
・支援期間：３年から10年に延長
・補助上限額：67千円（補助対象額上限200千円でその1/3を市が助成）
※変更前：県133千円、市67千円を上限に助成。今回の変更で４年目以降も市が67千円を上限に助成。
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第１章 みんなの信頼で築く丈夫なまち

担当：協働事業推進課

令和４年度より新規に
支援金を交付

○仕送り支援及びキャリア教育の実施 【4,479千円】

実家から市内出身大学生への仕送りを支援することに加え、支援学生とのイベ
ントを実施し、地元への関心を高める。

令和４年度予算額【9,738千円】

奨学金返済を
支援する事業所

湯沢市
仕送り支援

イベントを通じた交流



デジタル推進事業

○オンライン市民相談システム導入 【17,675千円】
自宅や最寄りの総合支所から本庁舎担当者とオンライン相談ができる環境
を整備する。
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第１章 みんなの信頼で築く丈夫なまち

担当：企画課

○窓口キャッシュレス決済導入 【17,417千円】

本庁舎及び各総合支所に対面式セルフレジ（POSレジ）を導入。

担当者
育児相談
等を予定

支所の
端末から

○口座振替オンライン申請導入 【7,765千円】

パソコンやスマホからいつでもどこでも口座振替の手続きが可能な環境を整備。

コロナ交付金

令和４年度予算額【73,833千円】

スマホで
どこでも



地域づくりモデル事業

○モデル地区を選定した実践活動 【1,844千円】

令和３年２月に策定した「湯沢市地域行動プログラム」を展開するため、モデ
ル地区（地域自治組織）を選定した実践活動を行う。

3

第１章 みんなの信頼で築く丈夫なまち

担当：協働事業推進課

令和４年度予算額【1,844千円】

【２年目】
・事業整理ワークショップ
・まちづくり計画策定
・計画周知

【１年目】
・課題発掘ワークショップ
・全住民アンケートの実施
・まち歩きワークショップ

【３年目】
・事業振り返りワーク
ショップ

・事業計画見直し

【３年目】
・事業実施
・結果検証

課題
発掘

計画
作成

事業
実施

振り
返り



官民連携推進費

○外部人材との共創によるＤＸデザインの策定 ほか
【1,966千円】

外部人材を活用し、今後の湯沢市におけるDX（デジタルトランスフォーメー
ション）の方向性を描く。
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第１章 みんなの信頼で築く丈夫なまち

担当：協働事業推進課

令和４年度
・DXデザイン業務委託
・業務の棚卸し（業務量・人的コスト等）
・DXグランドデザインの策定（DX実行計画策定）

令和４年度予算額【2,819千円】

コロナ交付金

令和５年度以降 DXデザインに基づくデジタル変革

～持続可能なまちづくりの推進～



新型コロナウイルスワクチン接種事業
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第２章 健康と暮らしを共に支え合う笑顔があふれるまち

担当：健康対策課

○ワクチンの接種に要する経費【106,509千円】

３回目の接種を実施するほか、やむを得ない事情により１～２回目の接種機会を
逃した方への接種を実施。

一般向け接種
＜開始日＞ 令和４年２月２２日～
＜接種場所＞
湯沢地域：文化交流センター・湯沢グランドホテル・

湯沢ロイヤルホテル
稲川地域：稲川農村環境改善センター
雄勝地域：雄勝文化会館
皆瀬地域：皆瀬体育館

自力での来場が難しい高齢者は、接種会
場までのタクシー費用の一部を助成

令和４年度予算額【106,509千円】

コロナ交付金



重層的支援体制整備事業
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第２章 健康と暮らしを共に支え合う笑顔があふれるまち

担当：福祉保健部

介護、障がい、子育て、生活困窮といった、制度ごとでは対応できない複雑化・
複合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制を構築する。

○相談支援

内容に関わらず相談を幅広く
受け止め課題を整理

○参加支援

要支援者の社会とのつながり
づくりに向けた支援

○地域づくり
世代や属性を超えて住民

同士が交流できる多様な場
や居場所の整備

○アウトリーチ等を通じた継続的支援
自ら支援を求めることが難しい人への
アウトリーチ等を通じた継続的な支援

重層的
支援体制

○多機関協働事業

重層的支援会議等で複数機
関が連携しての支援を調整

コロナ交付金

令和４年度予算額【69,710千円】



地域医療確保対策事業
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第２章 健康と暮らしを共に支え合う笑顔があふれるまち

担当：健康対策課

○公的医療施設整備補助金【100,000千円】

地域医療体制向上のため、市の中核病院であるJA秋田厚生連雄勝中央病院の
医療機器整備に対し補助金を交付。

○補助対象：血管撮影システム 心疾患等に対する
医療体制を強化

○救急医療対策運営費補助金【56,275千円】

○小児医療対策運営費補助金【19,665千円】

令和３年度に引き続き、救急医療体制等を確保するため、市の中核病院
であるJA秋田厚生連雄勝中央病院に対し補助金を交付。

令和４年度予算額【177,320千円】



結婚サポート事業
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第２章 健康と暮らしを共に支え合う笑顔があふれるまち

担当：協働事業推進課

○結婚生活スタート応援事業【3,000千円】
住居費や引っ越し費用等結婚に伴う新生活に係る経費の一部を補助する。

令和４年度からは住宅のリフォームに係る経費を新たに補助対象とする。

○補助対象経費の例
・住宅の購入費、賃料
・婚姻に伴う引っ越し費用
・住宅のリフォームにかかる経費（令和４年度より）

令和４年度予算額【5,815千円】

○スキルアップセミナー、婚活イベントの開催
【2,223千円】

結婚希望者に対してのセミナーや婚活イベントの開催。



とことん山キャンプ場管理運営費
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第３章 ふるさとの技が光る、存在感あふれるまち

担当：観光・ジオパーク推進課

○サニタリー棟：トイレ・炊事場・ランドリー機能を整備

○サニタリー棟整備工事【60,694千円】

旧小安温泉スキー場ゲレンデにテントサイトを整備することにあわせ、テントサイ
トに隣接したサニタリー棟を整備する。

○テントサイト造成工事【1,298千円】
引き続き旧小安温泉スキー場ゲレンデにテントサイトを整備する。

（令和５年度供用開始予定）

テントサイトの追加造成により
さらなる利用者の誘客を図る

令和４年度予算額【100,303千円】



魅力あふれる湯沢ＰＲ推進事業
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第３章 ふるさとの技が光る、存在感あふれるまち

担当：観光・ジオパーク推進課

○魅力あふれる湯沢PR推進事業【13,200千円】

①とことん山キャンプ場をメインとした番組制作

・とことん山キャンプ場を中心に当市の魅力、特産品など
を紹介する番組を制作する

・TV番組のほかにSNS等も活用し、当市の魅力を発信する

②ユーチューバーによる動画制作と公開

・春夏秋冬の当市の魅力を発見していただき、
動画を制作し自身のチャンネルで公開してもらう

令和４年度予算額【13,200千円】

コロナ交付金



クーポン券発行団体等支援事業
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第３章 ふるさとの技が光る、存在感あふれるまち

担当：商工課

○クーポン券発行団体等支援事業費補助金【100,000千円】

商店街や産業別組合組織が実施する、クーポン券や商品券等を発行する事業に対し
補助金を交付。

○補助金額
・総事業費の10/10が対象
・対象事業者１者あたり500万円が上限

※対象事業者２者以上が連携して事業を行う場合は、
500万円に対象事業者数を乗じた額が上限

ウィズ・アフターコロナに向けての消費喚起事業を支援

令和４年度予算額【100,000千円】

コロナ交付金



次期作営農継続支援事業
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第３章 ふるさとの技が光る、存在感あふれるまち

担当：農林課

○農業経営確立支援次期作営農継続補助金
【89,113千円】

米の需要量の減少により米価が下落している状況に対応するため、水稲種苗
購入費等に補助金を交付。

○主食用米種苗の購入費助成（10aあたり1,500円）
○土壌改良材（有機肥料）の購入費助成（10aあたり2,800円）
○市営堆肥生産施設の堆肥割引販売（50％割引）
○主食用米から振興作目への転換及び面積拡大の促進（10aあたり5,000円）
○振興作物の作付け拡大に向けた機械導入支援（事業費上限1,500千円の1/2）
○収入保険制度への加入促進（事務費負担金の1/2（保険期間３年間））
○青色申告への移行推進（研修会の実施）

令和４年度予算額【92,245千円】

コロナ交付金



中学校エアコン整備事業
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第４章 あたたかな心と豊かな文化で人が集うまち

担当：教育総務課

○中学校エアコン設置工事【235,184千円】

市内の中学生が夏季の学校生活において安全に学習に取り組むことができる環
境を整えるため、学校施設（普通教室、特別教室等の必要箇所）にエアコンを配
備する。

○令和４年度

令和３年度の小学校に引き続き中学校への設置工事に
着手

市内全小中学校の夏季教室環境を改善

令和４年度予算額【235,184千円】



学校用パソコン更新事業
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第４章 あたたかな心と豊かな文化で人が集うまち

担当：学校教育課

○市内小中学校体育館へのネットワーク整備
【2,916千円】

体育の授業や校内行事でもICT機器を活用するため、市内小中学校体育館に
も無線LANネットワークを拡充する。

○普通教室へのプロジェクター整備【15,519千円】

令和３年度に引き続き、普通教室での大型提示装置として短焦点プロジェクター
を整備する。令和４年度中に市内小中学校全普通教室への整備を完了する。

GIGAスクール構想に基づいた
学習環境を整備

○児童生徒学習用パソコンの更新【19,071千円】

児童生徒が利用する学習用パソコンを更新し、授業でのICT活用を促進する。

令和４年度予算額【69,939千円】

コロナ交付金



体育施設改修等事業
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第４章 あたたかな心と豊かな文化で人が集うまち

担当：生涯学習課

○雄勝野球場グラウンド等整備改修工事 【83,345千円】

利用者の利便性や安全性の向上のための整備改修工事を行う。

○工事内容
・暗渠排水工事による排水機能の向上
・外野フェンスに緩衝ラバーを整備
・ファールライン部分の人工芝舗装 など

令和４年度予算額【183,822千円】

○稲川交流スポーツエリア室内運動場屋根等改修工事
雨漏り等により緊急的な修繕が必要なスポーツ施設の改修を行う。【84,678千円】

○工事内容
・屋根の改修
・トイレの改修 など



スポーツイベント開催事業
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第４章 あたたかな心と豊かな文化で人が集うまち

担当：生涯学習課

○湯沢城下チャレンジラン（仮称）開催事業
【543千円】

七夕健康マラソンに代わる新たなスポーツイベントとして、「湯沢城下チャレン
ジラン2022（仮称）」を開催する 。

○イベント概要（予定）
・開催時期：10月～11月
・種目：小中学生のマラソン及び一般の駅伝
・市街地をコースとする
※大会規模、コース（区間）等については、
関係団体と協議し令和４年３月末までまとめる。

令和４年度予算額【543千円】



新皆瀬庁舎整備事業
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第５章 豊かな自然が輝く安全で暮らしやすいまち

担当：財政課

○新皆瀬庁舎整備事業【961,196千円】

皆瀬地域のまちづくりを牽引する地域拠点として、行政窓口、防災、地域づくり
支援、生涯学習、健康増進、医療及びその他の公共的サービスを集約した複
合施設を整備する。

新皆瀬庁舎

皆瀬生涯学習
センター

皆瀬総合支所

皆瀬診療所

複合

令和５年７月開庁予定

・令和３年度～令和５年度 庁舎本体工事

・令和５年度 外構工事（１期）、現庁舎解体工事

・令和６年度 外構工事（２期）、庁舎屋根付歩廊工事

令和４年度予算額【961,196千円】



湯沢駅周辺複合施設等整備事業
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第５章 豊かな自然が輝く安全で暮らしやすいまち

担当：企画課

○施設整備(運営)事業者の募集・選定
【22,330千円】

公共機能として生涯学習機能、図書館機能、子育て支援機能、歴史資料展示機能
の整備に加え、市民ニーズの高い民間機能を導入することとしている複合施設に
ついて、設計・施工・維持管理・運営を行う事業者の募集及び選定を行う。

◇実施方針の策定、公表 ◇事業者の募集、選定
◇事業対象地の用地測量調査等

令和４年度予算額【29,964千円】

＜複合施設整備で期待される効果＞
①導入する各機能の相乗効果により、利用者の利
便性向上やにぎわい創出が期待できる。

②既存の公共施設を集約することで、施設のライフ
サイクルコストの縮減が期待できる。



道の駅おがち「小町の郷」周辺整備事業

19

第５章 豊かな自然が輝く安全で暮らしやすいまち

担当：建設課

○道の駅おがち周辺道路整備【21,000千円】

道の駅おがち「小町の郷」周辺地域活性化のため、東北中央自動車道
「横堀道路」の令和７年度開通に合わせ、道の駅おがちの周辺に市道
を整備する。

・横堀駅方面からのアクセス性向上

旧国道側からのアクセス性向上を図るため、市
道を新設。

・「小町の郷公園」駐車場への経路確保

指定緊急避難場所に指定されている「小町の郷
公園」への避難経路を確保。

令和４年度は実施設計・用地測量等を実施

令和４年度予算額【21,000千円】



地球温暖化対策事業
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第５章 豊かな自然が輝く安全で暮らしやすいまち

担当：くらしの相談課

○急速充電スポットの整備【25,022千円】

本庁舎、稲川・雄勝庁舎に急速充電スポットを計３基設置する。

（皆瀬庁舎は新庁舎完成後の令和６年度に外構工事に合わせて設置）

○公用車をCEVへ更新【28,169千円】

本庁舎公用車２台、各支所１台をCEV（環境に有害な
排出ガスが少ない自動車）へ更新する。

コロナ交付金

令和４年度予算額【53,816千円】

○地球温暖化防止の意識啓発【405千円】

秋田県地球温暖化防止活動推進センターと連携し、市民・企業向けセ
ミナー、職員研修等を開催する。

災害時には車の電気を活用し、避難所において照明や生活
家電、携帯電話の充電等に利用する。



克雪住宅推進事業
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第５章 豊かな自然が輝く安全で暮らしやすいまち

担当：都市計画課

○克雪住宅推進補助金【6,000千円】

落雪化や無落雪化を図るための屋根の改修工事や墜落防止器具等の取り付
け工事などに補助金を交付。

○補助対象
・克雪化改修工事
屋根に融雪措置を講じる工事や勾配の変更を

講じる工事など（500千円以上のもの）
補助金額：対象工事費の15％（上限額200千円）

・雪下ろし安全対策工事
屋根に墜落防止器具や固定はしごなどを取付

する工事（100千円以上のもの）
補助金額：一律50千円

令和４年度予算額【6,000千円】


